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本書の使い方〔先生がたへ〕 
 

  

１．「主題のねらい」を具体的に示し，【評価の観点】としても活用できるよう記しました。 

○心のあり方だけではなく，行動力の育成も視野に作成しています。 

○総括的な「◎ねらい」をさらに分析し，具体的な「＊ねらい」によってわかりやすく示しました。 

○具体的な「＊ねらい」は， 

・どのような感動を期待するか ・どのような道徳的理解や判断力を期待するか ・どのような自分のよさを期待するか 

・どのような生き方（実践意欲や態度）を期待するか 

という観点に基づいて表記しています。 

○「＊ねらい」の表現方法も，評価の観点としての活用をふまえ「……心が動く」「……わかる」「……しようとする」 

「……課題をもつ」など，子どもの立場に立った表記をしています。 

 ２．「展開の概要」を多様化しました。 

    ○道徳の授業は，さまざまな学習活動によって成り立っていますので，発問の乱発を避け，より具体的な授業展開を描くこと 

     ができるよう，多様な活動を示しました。 

○“授業は特定の教師と特定の子どもによってつくられる作品である”という立場に立ち，発問も子どもの違いによって変わ 

るものとしてとらえ，授業構想を示しています。 

○「展開の概要」をもとにして，「子どもの実態に即した発問」を工夫し授業を行うことを想定した展開になっています。 

  ３．「関連・連携」を強化しました。 

    ○道徳教育は，道徳の時間を要として，学校における全教育活動における道徳教育と関連を図るとともに，家庭や地域社会に 

おける道徳教育と連携をとって行うものであるという文部科学省の考えに基づいて，関連や連携例に力を入れて示しました。 

○これを受けて，授業後の子どもの活動を促す「発展」を指導書（研究編）に提示し，児童書の最後にその内容を子ども向き 

 の表現で示しています。 

  ４．『ゆたかな心』と『私たちの道徳』のそれぞれの特長を生かして，より効果的に活用するための計画案を示しています。 

○『私たちの道徳』と併用しやすい工夫を加えました。 

○道徳授業を深める『ゆたかな心』と，それを広げる『私たちの道徳』の効果的な関連方法を表記する欄を設けました。 

○『私たちの道徳』の読み物資料を計画例に加え『ゆたかな心』の資料と選択できるよう配慮しました。 
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※2016 年度改訂版『私たちの道徳』で追加された新内容項目の資料との対応表です。必要に応じて，ご利用ください。 

  

月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

【私たちの道徳】周りの人たちと，もっと仲良くするために〔主題名／周りの人たちと，もっと仲良くするために〕〈相互理解，寛容〉 

 
 
 
 
 

月 

 

 

  【導入】P174・P175 を活用し，「周りの人た

ちと，もっと仲良くするために」

どうしたらよいかを考えさせる。 

【終末・発展】P176・P177 を活用し，考え

たことを，実生活に生かすように

させる。 

 

【私たちの道徳】うれしく思えた日から〔主題名／自分の良い所をのばして〕〈個性の伸長〉 

 
 
 
 
 

月 

   【導入】P178・P179 を活用し，「分けへだて

をしない」ためには，どうすれば

よいと思うか発表させる。 

【終末】P180～P183 を活用し，分けへだて

をせずに友達と接するために大切

だと思われることをまとめさせ

る。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

1．ぼくの生まれた日 ―ドラえもん―〔主題名／生まれた日〕〈生命の尊さ〉 

４ 
 
 
 

月 

◎誕生したときの家族の喜びを知り，家族の

大切な存在である自分の生命を大切にし

ようとする。 

＊子どもの誕生は，その家族にとってもか

けがえのない喜びであることを知る。 

＊家族の愛情や願いに気づき，自分の生命

を輝かせようとする。 

＊自分の生命と同じように，他の生命も大

切にしようとする。 

1 自分が生まれた日の家族の気持ち

を想像する。 

2 資料『ぼくの生まれた日』を読み，

「のび太」の誕生を家族がどのよう

な気持ちで迎えたかを考える。 

3 自分が生まれたときのようすが書

かれた手紙を読み，感想や学習した

ことをまとめる。 

①道徳の授業……資料『ぼくの生まれた日』を

読んで，話し合わせる。 

〔本時〕 

②日常生活………保護者からの手紙を読んだ感

想を書かせ，保護者に伝えさ

せる。自分の名前の由来を調

べさせ，家族の願いや思いを

知らせる。 

③総合的な学習の時間……「２分の１成人式」

などで自分の成長を振り返ら

せ，これからの自分のあり方

を考える機会にさせる。 

【導入】P94・P95 の詩をもとに，命の大切 

さについて考えさせる。 

【終末】P100・P101 を読んで，本時の学習 

との共通点を考えさせる。 

【発展】P96～P99『ヒキガエルとロバ』を

読ませ，命の大切さについて考え

を広げさせる。 

【私たちの道徳】ヒキガエルとロバ〔主題名／命あるものを大切に〕〈生命の尊さ〉 

４ 
 
 
 

月 

   【導入】P94・P95 の詩をもとに，命の大切 

さについて考えさせる。 

【終末】P100・P101 を読んで，本時の学習 

との共通点を考えさせる。 

2．みんなのためにできること〔主題名／みんなのためにできること〕〈勤労，公共の精神〉 

４ 
 
 
 

月 

◎働くことの大切さを知り，進んで働く。 

＊働くことには，みんなのために役立って

いるという喜びがあることがわかる。 

＊学校・家庭・地域社会のそれぞれにおい

て自分の役割を理解する。 

＊働くことの大切さや尊さを知り，みんな

のために進んで働こうとする。 

1 アンケートの結果を見て話し合う。 

2 資料『みんなのためにできること』

を読んで，主人公の気持ちの変化を

とらえる。 

3 自分たちの生活の中でこれから特

に努力したいことについて話し合

う。 

4 今，学級などで仕事に取り組んでい

るときの気持ちを振り返る。 

5 「仕事のよさ」をカードにまとめる。 

①学級活動………アンケート調査でどのような

仕事や手伝いをしているかに

ついて調べさせる。 

②道徳の時間……資料『みんなのためにできる

こと』を読んで，働くことに

はみんなの役に立っていると

いう喜びがあることをわから

せる。〔本時〕 

③学級活動………みんなのためになる仕事を考

え，実行のための計画を立て

させる。 

【導入】P130 に「自分がしたい仕事」を書

かせ，その理由を考えさせる。 

【展開後段】P134・P135 を読んで聞かせる。 

【終末】P132・P133 を活用して，自分たち

ができることを考えさせる。 

【発展】P132・P133 を活用して，自分たち

ができたこと，それによって良か

ったと思ったことをまとめさせ

る。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

3．ブラジルからの転入生〔主題名／友だちをつくるために〕〈友情，信頼〉 

４ 
 

 
 

月 

◎友達のよさを見つけ，理解し合い，信頼関

係を築いていこうとする。 

＊互いのよさを認め合うと，その友達との

仲が深まっていくんだなあという気持

ちをもつ。 

＊一面的な価値観で友達を見ると，ほんと

うの友達のよさはわからないことがわ

かる。 

＊人にはそれぞれ持ち味があり，だれにで

も必ずよいところがあることがわかる。 

＊友達のよい面に目を向けようとする心

をもって生活する。 

1 ブラジルのサッカーについて知る。 

2 資料『ブラジルからの転入生』を読

んで，話し合う。 

3 自分の友達について改めて考える。 

4 多くの人のよさを探し，認め合う話

し合いをする。 

①道徳の授業……資料『ブラジルからの転入生』

を読んで，話し合わせる。 

〔本時〕 

②日常生活………「友達のよさ発見」週間を設

け，道徳ノートやワークシー

トにまとめさせる。 

③帰りの会など…友達のよいところを発表した

り，背面黒板にまとめたりさ

せる。 

④学級活動………お互いのよさを認めた学級で

の役割などを話し合わせる。 

【導入】P71 をもとにして，「友達づくりの

ひけつ」について発表させる。 

【展開後段】P70 を活用し，友達がいてよか

ったと思う経験を出し合わせる。 

【終末】P72 をもとにして，友達の良いとこ

ろを見つけ合わせる。 

【発展】P76～P79 を読み，友達の良さにつ

いて感想文を書かせる。 

【私たちの道徳】同じ仲間だから〔主題名／友達とたがいに理解し合って〕〈友情，信頼〉 

４ 
 
 
 

月 

   【導入】P71 をもとにして，「友達づくりの

ひけつ」について発表させる。 

【展開後段】P70 を活用し，友達がいてよか

ったと思う経験を出し合わせる。 

【終末】P72 をもとにして，友達の良いとこ

ろを見つけ合わせる。 

4．さか上がり〔主題名／このクラスでよかったな〕〈よりよい学校生活，集団生活の充実〉 

５ 
 
 
 

月 

◎先生が自分たちの成長を願って努力して

いることを知り，先生の愛情を感じ取り，

先生を深く信頼し，敬愛し，自分の成長

を学級につなげ，よりよいものへと高め

ようとする。 

＊先生がたくさんのことを知っているの

は，自分たちの成長を願って努力してい

るからであることがわかる。 

＊励まし合い，友達の成功を喜び合える学

級はよい学級だということがわかり，心

が動く。 

＊先生を敬愛し，よりよい学級をつくるた

めに自分にできることを考え，実践しよ

うとする。 

1 すばらしい学級とはどんな学級な

のか考える。 

2 資料『さか上がり』を読み，資料の

クラスはどんなクラスか考え，話し

合う。 

3 自分の学級について考える。 

4 これから自分達の学級をどんな学

級にしたいか話し合う。  

①道徳の授業……資料『さか上がり』を読んで，

学級のよさについて話し合

う。〔本時〕 

②朝の活動………自分たちの学級，学校のよさ

について発表する。 

③特別活動………自分が学級のためにできるこ

とを考え，実践する計画を立

てる。 

【導入】P148・P149 を使って，「学校だか 

    らできること」を考えさせる。 

【終末】P152・P153 を読ませ，「クラスの

力」について考えさせ，このクラ

スで良かったと思うことを出し合

わせる。 

【発展】P154～P157 を読ませ，より良いク

ラスにするための話し合いをさせ

る。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

【私たちの道徳】みんな待っているよ〔主題名／協力し合って楽しい学校，学級を〕〈よりよい学校生活，集団生活の充実〉 

５ 
 
 
 

月 

    【導入】P148・P149 を使って，「学校だか 

    らできること」を考えさせる。 

【終末】P152・P153 を読ませ，「クラスの力」

について考えさせ，このクラスで

良かったと思うことを出し合わせ

る。 

5．十才のプレゼント〔主題名／美しいものに感動する〕〈感動，畏敬の念〉 

５ 
 
 
 

月 

◎美しいものや気高いものに感動し，その心

を大切にしようとする。 

＊自然に触れ，その美しさや大きさ・不思

議さに感動することができる。 

＊自然には，人間の力の及ばない営みがあ

ることがわかる。 

＊そのようなすばらしい自然は，自分の身

の回りにもあることに気がつく。 

＊感動するのは，自分の心の中にそれを求

めているからであることがわかり，その

心を大切にしようとする。 

1 これまでに自分がもらった誕生日

のプレゼントを思い出し，発表する。 

2 資料『十才のプレゼント』を読んで，

話し合う。 

3 これまでに自然のすばらしさに触

れて，「美しさに感動した経験」を思

い出し，話し合う。 

4 今日の学習で学んだことをまとめ，

今後の生活について話し合う。 

①道徳の授業……資料『十才のプレゼント』を

読んで，話し合わせる。〔本時〕 

②読書活動………美しい大自然を紹介した写真

集などを読ませる。 

③家庭学習………身の回りで触れた自然を，作

文や絵に表すように指導す

る。 

【導入】P112～P115 を読み，北斎が富士の

とりこになった理由を考えさせ

る。 

【展開後段】P108～P111 を活用し，「私たち

の心を動かすもの」について，自

分の言葉でまとめさせる。 

【発展】P112～P115 を読み，感想を書かせ

る。 

【私たちの道徳】富士と北斎〔主題名／美しいものを感じて〕〈感動，畏敬の念〉 

５ 
 
 
 

月 

    【展開後段】P108～P111 を活用し，「私たち

の心を動かすもの」について，自

分の言葉でまとめさせる。 

【発展】P112～P115 を読み，感想を書かせ 

る。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

6．お母さんのせいきゅう書〔主題名／お母さんの心〕〈家族愛，家庭生活の充実〉 

５ 
 
 
 

月 

◎父母を敬愛し，家族みんなで楽しい家庭を

つくろうとする。 

＊親の無償の愛がわかり，その愛に感動す

ることができる。 

＊家族に対する親の考え方と，自分の考え

方には大きな違いがあることがわかる。 

＊親を尊敬し親しみ，自分も家族のために

尽くそうとする。 

1 問題をもって資料『お母さんのせい

きゅう書』を読む。 

2 二人の考え方はどのように違うか

について話し合う。 

3 ブラッドレーの，家族に対する考え

方はどのように変わったかについて

話し合う。 

4 自分たちの両親の心について話し

合う。 

5 わたしたちの両親の心をもっと聞

いてみようと計画する。 

①道徳の授業……資料『お母さんのせいきゅう

書』を読んで，親の心につい

て話し合わせる。〔本時〕 

②日常生活………家族のために働いているお父

さんやお母さんの心を，イン

タビューしてまとめさせ，背

面黒板などを使って発表させ

る。 

 

【導入】事前に P136・P137 を書かせておき

発表させる。 

【展開後段】P140 を読み聞かせ，家族の思

いについて補足する。 

【終末】P141 の表に自分ができることを具

体的に記述させる。 

【発展】P140・P141 を活用して，家族への

思いを言語化させ，実行させる。 

7．タイムくん〔主題名／時間を整理・整とんしよう〕〈節度，節制〉 

５ 
 
 
 

月 

◎時間（時刻）の大切さを知り，自分の成長

のために，見通しをもち，自分をコントロ

ールして生活しようとする。 

＊時間は，自分自身を高める価値のあるも

のだと気づく。 

＊時間（時刻）を継続的に守ることが自分

を成長させることがわかる。 

＊自分なりの見通しをもち，計画的に時間

を使って，自律的に生活をしようとす

る。 

1 「時間」について考える。 

2 資料『タイムくん』を読み，時間が

守れない体験や経験を考える。 

3 これからの生活で時間を守るよさ

とその秘けつを考える。 

①道徳の授業……資料『タイムくん』を読んで，

「時間の大切さ」について話

し合わせる。〔本時〕 

②日常生活………教室の時計をはずして，学校

生活を経験させる。 

③読書活動など……時間（時刻）に関する故事

やことわざなどを読んだり，

調べたりさせる。 

④総合的な学習の時間……「校区探検活動」な

どのプロジェクトを組み，野

外学習の計画をつくり，時間

を意識した体験の場を位置づ

ける。 

【導入】P10・P11 を活用して，自分の生活

の様子を振り返らせる。 

【展開後段】P12・P13 を読み，本時の学習

とつながるキーワードを見つけさ

せる。 

【終末】P16～P19『少しだけなら』を読ま

せ，自分の生活に生かせそうなこ

とを見つけさせる。 

【私たちの道徳】少しだけなら〔主題名／よく考えて節度ある生活を〕〈節度，節制〉 

５ 
 
 
 

月 

    【導入】P10・P11 を活用して，自分の生活

の様子を振り返らせる。 

【展開後段】P12・P13 を読み，本時の学習

とつながるキーワードを見つけさ

せる。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

8．サッカーボール〔主題名／強い心〕〈善悪の判断，自律，自由と責任〉 

６ 
 

 
 

月 

◎よいことや正しいと思うことは，勇気をも

って行おうとする。 

＊自分が正しいと思ったことを実行する

力が勇気であることを理解する。 

＊自分が正しいと思ったことを勇気をも

って行うときには，時・場・相手につい

ても考えることが必要であることがわ

かる。 

＊自分が正しいと思ったことについては，

強い意志を発揮して実践していこうと

する。 

1 「勇気ある行動」について考える。 

2 資料『サッカーボール』を読んで，

話し合う。 

3 日常の中で類似したことが起きた

とき，自分はどのように考えどのよ

うに行動するかを考える。 

4 教師の説話を聞く。 

①授業前…………「勇気のある人」とはどんな

ことをする人か，考えさせて

おく。 

②道徳の授業……資料『サッカーボール』を読

んで，話し合わせる。〔本時〕 

③授業後…………「ちょっと勇気を出して」と

いう題で週に一度日記を書か

せ，朝の会のスピーチや教室

掲示で紹介させる。 

【導入】P31 を用いて，勇気を出せない時は 

どういう時かを考えさせる。 

【展開後段】P32 の「義を見てせざるは勇な 

きなり」とはどういうことかを考え 

る。 

【終末】P33 を読み，「勇気をもってできた」 

体験を出し合わせる。 

【発展】総合の時間に P34～P37 を読ませ， 

勇気を出して良かったと思う体験 

を出し合わせる。 

【私たちの道徳】よわむし太郎〔主題名／正しいことは勇気をもって〕〈善悪の判断，自律，自由と責任〉 

６ 
 
 
 

月 

    【導入】P31 を用いて，勇気を出せない時は 

どういう時かを考えさせる。 

【展開後段】P32 の「義を見てせざるは勇な 

きなり」とはどういうことかを考え 

る。 

【終末】P33 を読み，「勇気をもってできた」 

体験を出し合わせる。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9．どっちがいいか〔主題名／みんなが気持ちよく〕〈規則の尊重 ／ 親切，思いやり〉 

６ 
 
 
 

月 

◆本時のねらい 

○秩序ある生活のためには，約束や社会の

きまりが必要であることがわかる。 

○約束や社会のきまりが正しく理解され

るには，お互いの信頼と連帯が大切であ

ることを理解する。 

1 身近な約束や社会のきまりについ

て考える。 

2 資料『どっちがいいか』を読み，約

束やきまりと生活の関係を考える。 

3 約束やきまりに対する自分の姿勢

について考える。 

●資料の道徳的・教育的意味 

  社会のきまり（ルール）がない自由気まま

な生活と，何もかもあらかじめ決めたルール

に頼る生活の極端な例が示されている。約束

や社会のきまりが何のためにあるのかを改め

て問うことができる。 

【導入】P118～P121 を活用して，自分たち

の身の回りにあるきまりについて

考えさせる。 

【終末】P124～P127『雨のバス停留所』を

読ませて，なぜきまりを守るのか

を考えさせる。 

【発展】P122・P123 を読ませ，必要なきま

りは何かを話し合わせる。 

10．自分たちにできるエコ活動〔主題名／きまりを守る〕〈規則の尊重 ／ 親切，思いやり〉 

６ 
 
 
 

月 

◆本時のねらい 

○健康で豊かな社会生活を営むためには，

社会のきまりを守って生活することが

大切であることを理解する。 

○社会の一員として，約束やきまりの意味

を正しく理解して守っていこうとする。 

1 社会のきまりの問題点について考

える。 

2 資料『自分たちにできるエコ活動』

を読み，社会のきまりを守ることの

意味を考える。 

3 地域のきまりの意味と自分の生活

との関係を見直す。 

●資料の道徳的・教育的意味 

  社会のきまりの具体例（ごみの分別収集）

から，社会生活の営みの一端を知ることがで

きる。社会で生活する一員として，何をすべ

きか・何をしてはいけないのかの心構えを認

識させる契機としたい。 

【導入】P118～P121 を活用して，自分たち

の身の回りにあるきまりについて

考えさせる。 

【終末】P124～P127『雨のバス停留所』を

読ませて，なぜきまりを守るのか

を考えさせる。 

【発展】P122・P123 を読ませ，必要なきま

りは何かを話し合わせる。 

 

 

 

９ どっちがいいか 

10 自分たちにできるエコ活動 
重点主題名／きまりを守る心〔きまりを守る〕 重 点 主 題 

【重点主題のねらい】 

 ◎約束や社会のきまりの意味を正しく理解して，何をしたらいいのか・いけないのかを考えて生活する。 

  ＊約束や社会のきまりは何のためにあるのか，だれのためにあるのかを理解する。 

  ＊きまりを守ることは自分を守ることだということがわかり，進んで守ろうとする。 

  ＊「みんなが気持ちよく」という観点でものごとを見直して生活するようになる。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

【私たちの道徳】雨のバス停留所で〔主題名／社会のきまりを守って〕〈規則の尊重〉 

６ 
 
 
 

月 

   【導入】P118～P121 を活用して，自分たち

の身の回りにあるきまりについて

考えさせる。 

【発展】P122・P123 を読ませ，必要なきま

りは何かを話し合わせる。 

11．かさ〔主題名／思いやりのリレー〕〈親切，思いやり〉 

６ 
 
 
 

月 

◎相手の心を思いやり，進んで親切にしよう

とする。 

 ＊困ったときに親切にされると，うれしく

なることがわかる。 

 ＊人に親切にすれば，相手も自分もうれし

い気持ちになることがわかる。 

 ＊困っている人を見過ごすことができな

い思いやりの心が自分にもあることに

気づく。 

 ＊相手の心を思いやり，進んで親切にしよ

うとする。 

1 困ったときに助けてもらった体験 

について話し合う。 

2 資料『かさ』を読んで，親切にされ 

たときの気持ちを考える。 

3 主人公の気持ちが変化した原因に 

ついて考える。 

4 親切な行動のもとになるものを考 

える。 

①道徳の授業……資料『かさ』を読んで，思い 

やりについて考えさせる。 

〔本時〕 

②学級活動………思いやりから生まれたエピソ 

ードなどを紹介し合わせる。 

③日常生活………相手の気持ちを思いやろうと 

する態度で生活させる。 

④読書活動など…読んだ本の中から，思いやり 

の心を見つけて紹介し合わせ 

る。 

【導入】P66～P69『心と心のあく手』を読

み，「本当の親切」について考えさ

せる。 

【終末】P64 を活用し，「思いやり」につい

ての考えを深めさせる。 

【発展】P65 を読ませ，「思いやり」につい

て書かれた文学作品を読ませる。 

【私たちの道徳】心と心のあく手〔主題名／相手を思いやり親切に〕〈親切，思いやり〉 

６ 
 
 
 

月 

   【終末】P64 を活用し，「思いやり」につい

ての考えを深めさせる。 

【発展】P65 を読ませ，「思いやり」につい

て書かれた文学作品を読ませる。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

12．わたしのゆめ〔主題名／自分をかがやかせるために〕〈個性の伸長〉 

７ 
 
 
 

月 

◎自分らしさに気づき，よいところを磨き，

輝かせようとする。 

＊自分には，好きなことや得意なことがあ

るという「自分らしさ」に気づく。 

＊「自分らしさ」は，特徴であり，自分を

輝かせるもとになることがわかる。 

＊自分の特徴を磨き（伸ばし），特長にし

て自分を輝かせようとする意欲をもつ。 

1 将来の夢（願いごと）をノートに書

き，交流する。 

2 資料『わたしのゆめ』を読んだ感想

を話し合う。 

3 「自分らしさ」とは，何かを考える。 

4 「自分らしさ」を伸ばす方法を考え

る。 

①道徳の授業……資料『わたしのゆめ』を読ん

で，話し合わせる。〔本時〕 

②日常生活………「得意なことを探そう」とい

う話し合いをさせ，お互いの

よさを認め合い「自分らしさ」

を確認させる。 

③読書活動など……自分らしさを磨き，個性を

輝かせている人の詩集や伝記

を読ませる。 

④総合的な学習の時間……「自分成長プロジェ

クト」などのユニットを組ん

で，自分の将来の夢（願い）

を書かせ，自分の特徴を磨く

決意をつくらせる。 

【導入】P46・P47 を活用し，自分の長所と

短所について考えさせる。 

【終末】P53 をもとにして，自分の長所を伸

ばすためにはどうしたらよいかを

考えさせる。 

【発展】P48～P52 を活用し，自分の持ち味

を生かして生きている人たちの存

在に気づかせる。 

【私たちの道徳】うれしく思えた日から〔主題名／自分の良い所をのばして〕〈個性の伸長〉 

７ 
 
 
 

月 

   【導入】P46・P47 を活用し，自分の長所と

短所について考えさせる。 

【終末】P53 をもとにして，自分の長所を伸

ばすためにはどうしたらよいかを

考えさせる。 

【発展】P48・P49 を活用し，自分の持ち味

を生かして生きている人たちの存

在に気づかせる。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

13．新しい町・ぼくたちの町〔主題名／大きな根っこのある町にしたい〕〈伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度〉 

７ 
 
 
 

月 

◎どっしりと根をはった自分たちの町をつ

くっていこうとする。 

＊「自分の町」をつくってもらいたいお父

さんの願いと，それを受け止めたひろし

の姿に感動する。 

＊どっしりと根をはった町について，自分

なりの考えをもつ。 

＊今自分たちが住んでいる町をつくりあ

げていくのはわたしや友達だというこ

とを自覚し，積極的に地域の行事に参加

しようとする。 

1 主題名の「大きな根っこ」の意味に

ついて考える。 

2 資料『新しい町・ぼくたちの町』を

読んで，話し合う。 

3 「大きな根っこのある町」をつくる

ために自分たちができることを考え

る。 

①道徳の授業……資料『新しい町・ぼくたちの

町』を読んで，話し合わせる。

〔本時〕 

②日常生活………自分たちが住んでいる地域を

見つめ直し，どんな行事があ

るかを調べさせる。 

③社会科学習……自分たちが住んでいる地域が

昔の人々の工夫によって発展

してきた事実を学ばせる。 

④総合的な学習の時間……地域の行事マップや

ボランティアマップを作り，

生活に生かすようにさせる。 

【導入】P158・P159 を活用し，「私たちのふ

るさと」について考えさせる。 

【展開後段】P162 を読み聞かせ，ふるさと

を愛する人の気持ちを理解させ

る。 

【終末】P160・P161 を用い，ふるさとの紹

介をさせる。 

【発展】P163 をもとに，自分のふるさとを

短歌に書かせる。 

14．郷土の祭りや行事〔主題名／ふるさとのよさを見つけよう〕〈伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度〉 

９ 
 
 
 

月 

◎ふるさとの祭りや行事を知り，それを大切

にし，受け継ごうとする。 

＊自分たちが楽しみにしている祭りや行

事が昔から伝えられてきたことに心が

動く。 

＊ふるさとの祭りや行事がどうして行わ

れてきたかがわかる。 

＊ふるさとの祭りや行事を大切にし，それ

を受け継ぎ，伝えていこうとする。 

1 自分たちの地域にある祭りや行事

について話し合う。 

2 資料『郷土の祭りや行事』を読んで

話し合う。 

3 地域の祭りや行事に参加するとき

に大切なことを考える。 

①道徳の授業……資料『郷土の祭りや行事』を

読んで，話し合わせる。 

〔本時〕 

②日常生活………ふるさとの祭りや行事に自分

たちがどのように参加してき

たかを調べさせる。 

③読書活動など……ふるさとの祭りや行事につ

いて紹介している本を読ませ

る。 

④総合的な学習の時間……自分たちが選んだ祭

りや行事の歴史を紙芝居等に

まとめて発表させる。 

【導入】P158・P159 を活用し，「私たちのふ

るさと」について考えさせる。 

【展開後段】P162 を読み聞かせ，ふるさと

を愛する人の気持ちを理解させ

る。 

【終末】P160・P161 を用い，ふるさとの紹

介をさせる。 

【発展】P163 をもとに，自分のふるさとを

短歌に書かせる。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

15．ぼくはＭＶＰ〔主題名／自分に正直に〕〈正直，誠実〉 

９ 
 
 
 

月 

◎自分に不利になることでも，自分を偽らな

いで正直に行動しようとする。 

＊生活していく中で，過ちや失敗はだれに

でもあることがわかる。 

＊過ちや失敗をごまかさないで自分の心

に正直に行動することが，自分も周りも

気持ちよく生活していくことにつなが

ることがわかる。 

＊自分を偽らず正直に行動し，豊かな人間

関係を築いていこうとする。 

1 自分たちがドッジボールをすると

きは，どんな気持ちでしているかを

確認する。 

2 資料『ぼくはＭＶＰ』を読んで，ゲ

ームの最中のこうちゃんの行動と気

持ちを考える。 

3 こうちゃんは，これからどうすれば

いいのかを考える。 

4 今日の学習で，自分は何を学んだか

についてまとめる。 

①道徳の授業……資料『ぼくはＭＶＰ』を読ん

で，話し合わせる。〔本時〕 

②終わりの会や日記……自分の一日の生活を振

り返り，自分の行動にうそや

ごまかしがなかったかを振り

返らせる。 

③教室の掲示板……「正直な人をさがそう」コ

ーナーを設けて，学校の内外

で見かけた正直な人の行動に

ついてのエピソードを紹介さ

せる。 

【導入】P38・P39 を用い，素直になれない

時はどういう時かを考えさせる。 

【展開後段】P40 を活用し，正直にできた

時の気持ちについて考えさせる。 

【終末】P41 を活用して，正直な心をもっ

た人を探させる。 

【発展】P42～P45『六セント半のおつり』

を紹介し，正直に生きた人の伝記

や物語を探させ，読むように促す。 

【私たちの道徳】六セント半のおつり〔主題名／正直に明るい心で〕〈正直，誠実〉 

９ 
 
 
 

月 

   【導入】P38・P39 を用い，素直になれない

時はどういう時かを考えさせる。 

【展開後段】P40 を活用し，正直にできた

時の気持ちについて考えさせる。 

【終末】P41 を活用して，正直な心をもっ

た人を探させる。 

16．石油列車，東北へ向かって走れ！〔主題名／ささえる人たちへのそんけいとかんしゃ〕〈感謝〉 

９ 
 
 
 

月 

◎私たちの生活を支えている人々に対し，尊

敬の念をもち，感謝する。 

 ＊人々の生活を支えるために働いている

人の思いを知り，感動する。 

 ＊自分たちの生活は，働く人々の使命感と

たゆまぬ努力によって支えられている

ことがわかる。 

 ＊人々の生活を支えるために働いている

人に対し，感謝の気持ちをもって接しよ

うとする。 

1 私たちの生活はどんな人に支えら

れていると思うか，話し合う。 

2 資料『石油列車，東北へ向かって走

れ！』を読んで，登場する人々の行

為を知る。 

3 主人公の気持ちの変化について考

える。 

4 自分たちの生活を支えてくれてい

る人々について話し合う。  

①学級活動………「お世話になっている人」に

ついて，学級活動の時間など

で話し合わせる。 

②道徳の時間……資料『石油列車，東北へ向か

って走れ！』を読んで，話し

合わせる。〔本時〕 

③社会科学習……地域の人々の生活にとって必

要な飲料水，電気，ガス，廃

棄物の処理などについての対

策や事業を知る。 

【導入】P82・P83 を活用し，私たちを支え

てくれている人たちにはどのよう

な人がいるか，考えさせる。 

【終末】P84・P85 をもとに，私たちの生活

を支えてくれている人たちのこと

を再度考えさせる。 

【発展】P86・P87 を読んだ感想を発表させ，

本時とのつなぎとする。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

17．心の体温計〔主題名／心の体温計〕〈節度，節制〉 

９ 
 
 
 

月 

◎節度ある生活を心がけ，そのためにはどの

ような努力をすればよいのかを考え，進ん

で実行しようとする。 

＊自分でできることは自分ですることで，

節度ある生活ができることがわかり，す

っきりした気持ちになることがわかる。 

＊人に言われなくても自分の努力でしな

ければならないことがわかる。 

＊節度のある生活を実践しようとする意

欲をもつことができる。 

1 度が過ぎたと思ったことや，度が過

ぎてしかられたことを思い出す。 

2 「心の体温計」とは何かを考えなが

ら資料を読む。 

3 母親から何度も注意されていた主

人公の気持ちについて話し合う。 

4 主人公がすっきりした気持ちにな

ってきたわけについて話し合う。 

5 「心の体温計」をもった生活につい

て，具体的なめあてを考える。 

①学級活動………目標を設定し，節度ある生活

について実践を通して考えさ

せる。 

②道徳の時間……資料『心の体温計』を読んで，

自律的な態度について考えさ

せる。〔本時〕 

③日常生活や帰りの会……「心の体温計」をも

ちながら生活し，その結果を

振り返らせる。 

【導入】P10・P11 を活用して，自分の生活

の様子を振り返らせる。 

【展開後段】P12・P13 を読み，本時の学習

とつながるキーワードを見つけさ

せる。 

【終末】P16～P19『少しだけなら』を読ま

せ，自分の生活に生かせそうなこ

とを見つけさせる。 

【私たちの道徳】少しだけなら〔主題名／よく考えて節度ある生活を〕〈節度，節制〉 

９ 
 
 
 

月 

   【導入】P10・P11 を活用して，自分の生活

の様子を振り返らせる。 

【展開後段】P12・P13 を読み，本時の学習

とつながるキーワードを見つけさ

せる。 

18．誠の碑〔主題名／命を守る〕〈生命の尊さ〉 

10 

 

 

    

月 

◎人々が守ろうと思わずにいられない命の

大切さに気づき，みずからもそれを守り，

前向きに生きようとする。 

＊人は，宮本さんのように自分の命と同じ

ように他人の命を大切に思う気持ちが

あることがわかるとともに，そういう生

き方に感動する。 

＊命はわたしたちが守り受け継いできた

ものであり，人は一人で生きているので

はないことがわかる。 

＊自他の命を尊び，精いっぱい自分のでき

ることをして，前向きに生きようという

意欲をもつ。 

1 資料『誠の碑』に書かれた文を読み，

どういうことか，意味を考える。 

2 宮本さんの生き方から何かを学ぼ

うという観点で資料を読む。 

3 宮本さんはどうしてあのような行

動をとることができたのかについて

考える。 

4 『誠の碑』に記された文の意味を，

生命尊重の観点から考える。 

①道徳の授業……資料 『誠の碑』 を読んで，

話し合わせる。〔本時〕 

②読書活動など……命の尊さについて考えるこ

とのできる本や報道を読ませ

る。 

③総合的な学習の時間……「生まれて 10 年の記

録」をまとめ，発表し合わせ

る。 

【導入】P94・P95 の詩をもとに，命の大切

さについて考えさせる。 

【終末】P100・P101 を読み，命の大切さに

ついて本時の学習で考えたことと

重ねて考えを練り上げるようにす

る。 

【発展】P96～P99『ヒキガエルとロバ』を

読ませ，命の大切さについて考え

を広げさせる。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

【私たちの道徳】ヒキガエルとロバ〔主題名／命あるものを大切に〕〈生命の尊さ〉 

10 

 

 

    

月 

   【導入】P94・P95 の詩をもとに，命の大切

さについて考えさせる。 

【終末】P100・P101 を読み，命の大切さに

ついて本時の学習で考えたことと

重ねて考えを練り上げるようにす

る。 

19．せきがあいているのに〔主題名／相手の立場になって〕〈親切，思いやり〉 

10 

 

 

    

月 

◎相手の気持ちや考えを思いやることの大

切さを知り，だれに対しても親切にしよう

とする。 

＊相手の気持ちを推し量って，どうしてあ

げることが相手にとってよいことかが

わかる。 

＊親切とは，自分が満足することではな

く，相手の立場に立ってその人が望む方

向に沿って支えることであることがわ

かる。 

＊親切の押し売りにならないように実践

していこうとする。 

1 白い杖をついている人を街で見か

けた経験を話し合う。 

2 資料『せきがあいているのに』の父

親が声をかけるところまでを読ん

で，主人公がどうしてあげたいのか

を考える。 

3 資料『せきがあいているのに』の父

親が声をかけたあとの部分を読ん

で，考える。 

4 今まで自分で親切だと思ってやっ

てきたことを振り返り，「ほんとう

の思いやり・親切とは何か」につい

て考える。 

①道徳の授業……資料『せきがあいているのに』

を読んで，「思いやり・親切」

について考えさせる。〔本時〕 

②課外や家庭……高齢者施設，障がい者施設，

保育園や幼稚園と連携し，交

流し合うことにより，「思い

やり・親切」について改めて

考えさせる。 

③日常生活………相手の立場に立った「思いや

り・親切」を実践していくよ

うにさせる。 

【導入】P66～P69『心と心のあく手』を読

み，「本当の親切」について考えさ

せる。 

【展開後段】P62・P63 を例に，思いやりの

心で親切にするとどんなよいこと

があるかを考える。 

【終末】P64 を活用し，「思いやり」につい

ての考えを深めさせる。 

【発展】P65 を読ませ，「思いやり」につい

て書かれた文学作品を読ませる。 

【私たちの道徳】心と心のあく手〔主題名／相手を思いやり親切に〕〈親切，思いやり〉 

10 

 

 

    

月 

   【展開後段】P62・P63 を例に，思いやりの

心で親切にするとどんなよいこと

があるかを考える。 

【終末】P64 を活用し，「思いやり」につい

ての考えを深めさせる。 

【発展】P65 を読ませ，「思いやり」につい

て書かれた文学作品を読ませる。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

20．鳥にのこしたかきのみ〔主題名／動物といっしょに生きる〕〈自然愛護〉 

10 

 

 

    

月 

◎動物も人間と同じように生きていること

がわかり，動物とともに暮らしていこうと

する。 

＊動物も人間と同じように，食べたり，息

をしたり，悲しんだり，喜んだり，季節

を感じたりして生きていることがわか

る。 

＊動物も人間と同じように生きていると

いう考え方は，古来からの日本人の生命

観・自然観であることを知り，自分たち

も受け継いでいこうとする。 

＊動物とともに生きていくための人々の

工夫を知り，自分たちも工夫していこう

とする。 

1 動物に親しんだ生活について話し

合う。 

2 資料を読んで話し合う。 

3 日本人の生命観・自然観について，

教師の話を聞く。 

4 人間と動物とがいっしょに生活し

ている例を発表して話し合う。 

5 展開４で話し合ったことを，さらに

調べようという課題について話し合

う。 

①日常生活・特別活動・総合的な学習の時間等 

……動物の世話，自然に親しむ生 

活，観察等の体験活動をさせ 

る。 

②道徳の授業……資料 『鳥にのこしたかきの 

み』を読んで，話し合わせる。 

〔本時〕 

③日常生活………「動物は生きていると思うこ

とを探す」「人間と動物とが

支え合って生きていることを

探す」という課題について，

調査をさせ，まとめさせる。 

【導入】P104 を活用し，動植物の生命力に

感動した体験を出し合わせる。 

【展開後段】P106 を利用し，動植物とのか

かわりについて想起させる。 

【発展】P107 を読ませ，同じように動植物

と共に生きた人のことを調べさせ

る。 

21．図書館で〔主題名／きまりの空気〕〈規則の尊重〉 

10 

 

 

    

月 

◎約束や社会のきまりを守り，公徳心をもっ

て生活しようとする。 

＊自然発生的に自分の心をコントロール

している人の生き方のすばらしさに心

が動く。 

＊多くの人々と生活するためには，自分の

感情をコントロールすることが必要で

あることがわかる。 

＊自分の感情をコントロールすることに

よって安心して自分のことができ，信頼

をもった集団を作ることができること

がわかる。 

1 注意書きのある図書館とない図書

館の違いについて考える。 

2 資料『図書館で』を読み，なぜ，注

意書きがなくても静かなのかについ

て考える。 

3 「目には見えないきまりの空気」の

よさについて考える。 

①学級活動………家や学校，地域にある「きま

り」について調べ，まとめさ

せる。 

②道徳の授業……資料『図書館で』を読んで，

話し合わせる。〔本時〕 

③日常活動………学級活動で調べたいろいろな

きまりにキーワード「きまり

の空気」があるかを調べ，新

聞にまとめ発信させる。 

【導入】P118～P121 を活用して，自分たち

の身の回りにあるきまりについて

考えさせる。 

【終末】P124～P127『雨のバス停留所』を

読ませて，なぜきまりを守るのか

を考えさせる。 

【発展】P122・P123 を読ませ，必要なきま

りは何かを話し合わせる。 

【私たちの道徳】雨のバス停留所で〔主題名／社会のきまりを守って〕〈規則の尊重〉 

10 

 

 

    

月 

   【導入】P118～P121 を活用して，自分たち

の身の回りにあるきまりについて

考えさせる。 

【発展】P122・P123 を読ませ，必要なきま

りは何かを話し合わせる。 



17 

月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22．祭り日〔主題名／重なり合うように〕〈友情，信頼 ／ よりよい学校生活，集団生活の充実〉 

11 

 

 

    

月 

◆本時のねらい 

○協力とは，共通の目的をもって，自分や

相手の持ち味をバランスよく発揮させ

ながら，心を重ね合わせることを意識し

ながら助け合うことであることがわか

る。 

1 「協力」という言葉について考える。 

2 資料『祭り日』を読み，感想からみ

んなで話し合いたい問題を考える。 

●資料の道徳的・教育的意味 

  一人一人が自分の音（持ち味）をしっかり

出しながら，周りの仲間の音とのバランスを

考えて演奏しようとするようすから，協力す

る力を発揮するためには，共通の目的をもち，

互いにそれぞれの持ち味を十分に出しながら

心が重なり合うようにという意識の大切さに

気づくことができる資料である。 

【導入】P70 をもとにして，「友達だからで

きること」を考えさせる。 

【展開後段】P73 を活用して，友達がいてよ

かったと思う経験を出し合わせ

る。 

【終末】P72 をもとにして，友達の良いとこ

ろを見つけ合わせる。 

【発展】P76～P79 を読み，友達の良さにつ

いて感想文を書かせる。 

 

 

 

 

 

 

22 祭り日 

23 仲間がいるから 

24 協力調査隊 

重 点 主 題 

【重点主題のねらい】 

 ◎協力の意義を知り，自分たちの心の中に協力の心と力があることを実感することができる。 

  ＊協力とは，共通の目的をもって，自分や相手の持ち味をバランスよく発揮させながら，互いに心を重ね合わせること

を意識しながら助け合うことであることがわかる。 

  ＊協力には，物理的に見える協力だけでなく，目には見えない「かげの力」によって支えられて物事が成し遂げられる

協力があることを知る。 

  ＊自分の生活の中で，協力によって成し遂げている事例を見つけ，自分たちの生活の中にも協力の心と力があることを

実感することができる。 

重点主題名／みんなのために何ができるか〔協力し助け合う〕 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

23．仲間がいるから〔主題名／仲間がいるから〕〈友情，信頼 ／ 親切，思いやり〉 

11 

 

 

    

月 

◆本時のねらい 

○協力には物理的に見える協力だけでな

く，目には見えない「かげの力」によっ

て支えられて物事が成し遂げられる協

力があることを知る。 

1 前の時間に学んだ「協力」とどのよ

うに違うのかという問題意識をもっ

て資料を読み，協力について考える。 

2 内藤選手のしていることは，協力な

のかどうかについて考える。 

3 日本女子ソフトボールチームの金

メダル獲得の瞬間と表彰式の映像を

視聴することによって「かげの力」

について考える。 

●資料の道徳的・教育的意味 

  北京オリンピックで金メダルを取った日本

女子ソフトボールチームの活躍と，それを支

えた内藤選手の行為とそれに支えられたチー

ムのメンバーの思いから，目に見えない「か

げの力」の協力に気づくことができる資料で

ある。 

【導入】P70 をもとにして，「友達だからで

きること」を考えさせる。 

【展開後段】P73 を活用して，友達がいてよ

かったと思う経験を出し合わせ

る。 

【終末】P72 をもとにして，友達の良いとこ

ろを見つけ合わせる。 

【発展】P76～P79 を読み，友達の良さにつ

いて感想文を書かせる。 

24．協力調査隊〔主題名／力を生かして〕〈友情，信頼 ／ 勤労，公共の精神〉 

11 

 

 

    

月 

◆本時のねらい 

○自分の生活の中で，協力によって成し遂

げている事例を見つけ，自分たちの生活

の中にも協力の心と力があることを実

感することができる。 

1 資料『協力調査隊』を読み，感想を

話し合うことによって，身近な協力

について考える。 

2 自分たちの身の周りの協力につい

て調べてきたことを発表する。 

●資料の道徳的・教育的意味 

  協力をテーマに新聞にまとめようと話し合

っている人物のようすから，自分自身も日常

の生活や学習の中で「重なり合う心」や「か

げの力」を発揮していることに気づき，実感

することのできる資料である。また，3 つの

学習のつながりを受け，資料から離れた児童

が協力に対する意識を発展させ，心を力に高

めることができる資料である。 

【導入】P70 をもとにして，「友達だからで

きること」を考えさせる。 

【展開後段】P73 を活用して，友達がいて

よかったと思う経験を出し合わせ

る。 

【終末】P72 をもとにして，友達の良いと

ころを見つけ合わせる。 

【発展】P76～P79 を読み，友達の良さにつ

いて感想文を書かせる。 

【私たちの道徳】同じ仲間だから〔主題名／友達とたがいに理解し合って〕〈友情，信頼〉 

11 

 

 

    

月 

   【導入】P70 をもとにして，「友達だからで

きること」を考えさせる。 

【展開後段】P73 を活用して，友達がいて

よかったと思う経験を出し合わせ

る。 

【終末】P72 をもとにして，友達の良いと

ころを見つけ合わせる。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

25．ケンくんのこと〔主題名／友だちだから〕〈友情，信頼〉 

11 

 

 

    

月 

◎友達どうし，理解し合うことの大切さを知

り，互いに助け合っていこうとする。 

＊自分は，自分と違う気持ちや立場にある

友人と生活していることを知る。 

＊友達の気持ちや立場を理解し合うこと

が，友人関係を深めていく秘けつである

ことがわかる。 

＊友達と心が通じ合うことにより信頼関

係が生まれることを知り，互いに助け合

ったり，励まし合ったりしようとする。 

1 資料『ケンくんのこと』のような経

験がこれまでの友達関係になかった

かという問題意識をもって読んで考

える。 

2 再び約束の日に来なかったケンく

んについて，３人はどのように思っ

たかを考える。 

3 ケンくんが来られなかった事情が

わかったあとの３人の気持ちの変化

について考える。 

4 友情を支えるものは何かという問

題意識をもって，望ましい友達関係

について考える。 

①家庭や課外……ふだん，仲よくしている友達

について見つめ直し，友達の

よいところを帰りの会などを

使って発表し合わせる。 

②道徳の授業……友達と仲よくしていくために

は何が必要であるかを考えな

がら，資料『ケンくんのこと』

を読んで，話し合わせる。 

〔本時〕 

③読書活動など……資料『ケンくんのこと』の

ように，友達の立場や気持ち

がわかって仲よくなった話を

紹介し合わせる。 

【導入】P70 をもとにして，「友達だからで

きること」を考えさせる。 

【展開後段】P73 を活用して，友達がいて

よかったと思う経験を出し合わせ

る。 

【終末】P72 をもとにして，友達の良いと

ころを見つけ合わせる。 

【発展】P76～P79 を読み，友達の良さにつ

いて感想文を書かせる。 

【私たちの道徳】同じ仲間だから〔主題名／友達とたがいに理解し合って〕〈友情，信頼〉 

11 

 

 

    

月 

    

26．ノーベル賞の生みの親 ―アルフレッド・ノーベル―〔主題名／やりとげる心と力〕〈希望と勇気，努力と強い意志〉 

12 

 

 

    

月 

◎人には，あきらめずに探求し続けることで

何かを成し遂げることができる力がある

ことに気づき，目標に向かって努力しよう

とする意欲と希望をもつ。 

＊ノーベルのように，何度も失敗と工夫を

繰り返すことで何かを成し遂げること

ができることがわかる。 

＊そのような力は自分にもあり，自分を伸

ばす大事な力であることに気づく。 

＊自分には何ができるか，何がしたいのか

を考え，それに向かって努力しようとい

う意欲をもつ。 

1 「頑張る」とはどういうことかにつ

いて考える。 

2 「頑張るとはどういうことだろう」

という観点で資料を読む。 

3 アルフレッドの努力の道のりの意

味を考える。 

4 アルフレッドの努力と共通するも

のを考えることにより，自分自身を

置き換えて資料を読む。 

5 「頑張る」ということのイメージを

もう一度考え直してみる。 

①道徳の授業……資料『ノーベル賞の生みの親』

を読んで，話し合わせる。 

〔本時〕 

②日常生活………自分の夢や目標をもち，それ

に向かって努力するようにさ

せる。 

③読書活動など……夢に向かって努力し，達成

した人物の伝記を読ませる。 

④総合的な学習の時間……自分で決めたねらい

を達成するために，活動を続

けさせる。 

【導入】P22 を活用して，自分の目標につ

いてイメージをもたせる。 

【展開後段】P25 を活用して，目標の達成

に向けて希望をもたせる。 

【終末】P23 を参考にして，夢の実現のた

めのステップを考えさせる。 

【発展】P26～P29 を読ませ，夢の実現に向

かっている人にあこがれをもたせ

る。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

【私たちの道徳】きっとできる〔主題名／やろうと決めたことは最後まで〕〈希望と勇気，努力と強い意志〉 

12 

 

 

    

月 

   【導入】P22 を活用して，自分の目標につ

いてイメージをもたせる。 

【展開後段】P25 を活用して，目標の達成

に向けて希望をもたせる。 

【終末】P23 を参考にして，夢の実現のた

めのステップを考えさせる。 

27．あ・い・う・え・おはよう〔主題名／学校自まん〕〈よりよい学校生活，集団生活の充実〉 

12 

 

 

    

月 

◎みんなで協力し，よりよい学校（校風）を

つくり守ろうとする。 

＊自分たちのいる学校をよりよくしたい

と願ってきた人々の気持ちが，今も受け

継がれていることを知る。 

＊今の自分たちの中にも，学校をよりよく

していきたいという心があることに気

づく。 

＊学校をよくするために自分ができるこ

とを考え，取り組んでいこうとする。 

1 自分にとって「学校はどんなとこ

ろ」かを考える。 

2 資料『あ・い・う・え・おはよう』

を読み，学校自慢について考える。 

3 自分が大切にしたい「学校自慢」に

ついてまとめる。 

①道徳の授業……資料『あ・い・う・え・おは

よう』を読んで，話し合わせ

る。〔本時〕 

②学級活動………高学年が児童会や委員会でど

んな活動をしているのかを調

べてまとめさせる。 

【導入】P148・P149 を使って，「学校だか

らできること」を考えさせる。 

【終末】P152・P153 を読ませ，「クラスの

力」について考えさせ，このクラ

スで良かったと思うことを出し合

わせる。 

【発展】P154～P157 を読ませ，より良い学

校にするための話し合いをさせ

る。 

【私たちの道徳】みんな待っているよ〔主題名／協力し合って楽しい学校，学級〕〈よりよい学校生活，集団生活の充実〉 

12 

 

 

    

月 

   【導入】P148・P149 を使って，「学校だか

らできること」を考えさせる。 

【終末】P152・P153 を読ませ，「クラスの

力」について考えさせ，このクラ

スで良かったと思うことを出し合

わせる。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

28．百羽のつる〔主題名／ほんとうの美しさ〕〈感動，畏敬の念〉 

１ 
 
 
 

月 

◎美しいものや気高いものに感動する心を

もとうとする。 

＊心と心とが，しっかりと結び合っている

話を読んで，感動することができる。 

＊美しいものや気高いものにふれたとき

に，人間の心が動くことがわかる。 

＊自分にも美しいものや気高いものに感

動する心があることに気づく。 

＊美しいものや気高いものを積極的に見

つけ，自分の心を耕していこうとする意

欲をもとうとする。 

1 資料『百羽のつる』を読み，心に残

ったところを発表する。 

2 力尽き何も言わずに落ちていく子

どものつるの思いについて話し合

う。 

3 99 羽のつるが１羽の子どものつる

を助けた思いについて話し合う。 

4 美しさや気高さに感動したことを

紹介し合う。 

5 これから読んでみたい本について

考える。 

①道徳の授業……資料『百羽のつる』を読んで，

話し合わせる。〔本時〕 

②国語（読書活動）……心の「美しさ」や「気

高さ」を感じる本を探して読

み，感動の中心を文章に書い

たり，発表したりするように

指導する。 

③日常生活………心の「美しさ」や「気高さ」

を感じたことを，日記などに

書きとめておき，朝の会や帰

りの会等で発表させる。 

【導入】P112～P115 を読み，北斎が富士の 

とりこになった理由を考えさせ 

る。 

【展開後段】P108～P111 を活用し，「私た 

ちの心を動かすもの」について， 

自分の言葉でまとめさせる。 

【発展】P112～P115 を読み，感想を書かせ 

る。 

【私たちの道徳】富士と北斎〔主題名／美しいものを感じて〕〈感動，畏敬の念〉 

１ 
 
 
 

月 

   【展開後段】P108～P111 を活用し，「私た 

ちの心を動かすもの」について， 

自分の言葉でまとめさせる。 

【発展】P112～P115 を読み，感想を書かせ 

る。 

29．雨のバスていりゅう所で〔主題名／社会のきまり〕〈規則の尊重〉 

【私たちの道徳】雨のバス停留所で〔主題名／社会のきまりを守って〕〈規則の尊重〉 

１ 
 
 
 

月 

◎約束や社会のきまりを守り，公徳心をも

つ。 

＊社会のマナーに心がけないと周りの人

たちが嫌な思いをすることに気づく。 

＊周りの人々のことを考えて行動しよう

とする心がけが，大切であることがわか

る。 

＊みんなが気持ちよく生活できるという

観点でものごとを見直すようになる。 

1 みんなが使うものにはどんなもの

があるかについて話し合う。 

2 資料『雨のバスていりゅう所で』を

読んで，話し合う。 

3 マナーに心がけるということにつ

いて自分の姿勢を振り返り，今後の

生活のしかたを考える。 

4 警察官のかたからマナーに心がけ

ることの大切さについて話を聞く

（手紙を読む）。 

①道徳の授業……資料『雨のバスていりゅう所

で』を読んで，話し合わせる。

〔本時〕 

②日常生活………自分の地域にあるいろいろな

マナーを調べて発表する場を

設定する。 

【導入】P118～P121 を活用して，自分たち

の身の回りにあるきまりについて

考えさせる。 

【発展】P122・P123『ぶらんこ復活』を読

ませ，必要なきまりは何かを話し

合わせる。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30．レスキュー隊〔主題名／命を救う〕〈生命の尊さ ／ 勤労，公共の精神〉 

２ 
 
 
 

月 

◆本時のねらい 

○人の命は国や民族に関係なく，どれも尊

いものであることを知る。 

○人の命と向き合う仕事に取り組む人た

ちの誇りや情熱から，命の重さ・尊さを

考えることができる。 

1 命を守る・命を救う仕事について考

える。 

2 資料『レスキュー隊』を読み，「命

を救う」ことについて考える。 

3 人の命と向き合って活躍している

人たちの姿を調べる計画を立てる。 

●資料の道徳的・教育的意味 

  かけがえのない人命を救うために努力を惜

しまない，レスキュー隊の人々の活躍と心情

が述べられている。「仕事だから」では説明し

尽くせない，人命救助に取り組む人々の行為

と心に尊敬の念も抱かせてくれる。 

【導入】P94・P95 の詩をもとに，命の大切

さについて考えさせる。 

【終末】P100・P101 を読んで，本時の学習

との共通点を考えさせる。 

【発展】P96～P99『ヒキガエルとロバ』を

読ませ，命の大切さについて考え

を広げさせる。 

31．五百人からもらった命〔主題名／一人の命の大切さ〕〈生命の尊さ ／ 親切，思いやり〉 

２ 
 
 
 

月 

◆本時のねらい 

○だれにでも，尊い命を救いたいと願う心

があることに気づく。 

○かけがえのない，自分の命・他人の命・

命あるものを大切にしようとする心を

もって実践していこうとする。 

1 献血や輸血について知っているこ

とを発表し合う。 

2 資料『五百人からもらった命』を読

み，献血に協力した人たちの行動力

について考える。 

3 命の尊さを感じた経験を紹介し合

う。 

4 自分たちがこれから命を大切にす

るために，何ができるか考え，学習

ノートやワークシートに自分の思い

を書く。 

●資料の道徳的・教育的意味 

  多くの人の献血で命が一つ救われる。他人

であっても命は唯一絶対のものという，どの

人の心にもある精神を感じ取らせたい。 

【導入】P94・P95 の詩をもとに，命の大切

さについて考えさせる。 

【終末】P100・P101 を読んで，本時の学習

との共通点を考えさせる。 

【発展】P96～P99『ヒキガエルとロバ』を

読ませ，命の大切さについて考え

を広げさせる。 

30 レスキュー隊 

31 五百人からもらった命 

32 元気が いちばん 

重点主題名／みんなの命〔自他の生命を尊重する〕 
重 点 主 題 

【重点主題のねらい】 

 ◎生命の尊さを感じ取り，生命あるものを大切にしようとする。 

  ＊他人の命であっても，それを救いたいと願う心はだれにでもあることに気づく。 

  ＊命は，多くの人に守られ，支えられていることを知り，大切にしていこうとする心をもつ。 

  ＊自他の命を大切にして生活しようとする。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

32．元気が いちばん〔主題名／元気が いちばん〕〈生命の尊さ ／ 家族愛，家庭生活の充実〉 

２ 
 
 
 

月 

◆本時のねらい 

○多くの人に守られ支えられ，「生きる

力」を輝かせて生きている自分の命を見

つめ直す。 

○自他の命はかけがえのないものである

ことを自覚し，命あるものを大切にしよ

うとする心を忘れずに生活しようとす

る。 

1 「命を大切にする」ということにつ

いて考える。 

2 資料『元気が いちばん』を読んで， 

展開１の考えを深める。 

3 自分のことについて考え，ワークシ

ートに記入する。 

●資料の道徳的・教育的意味 

  家族の支えによって「生きようとする強い

力」が発揮されてきたことをもとに，健康で

あることに心がけ一生懸命生きることの意義

を考えさせることができる。 

【導入】P94・P95 の詩をもとに，命の大切

さについて考えさせる。 

【終末】P100・P101 を読んで，本時の学習

との共通点を考えさせる。 

【発展】P96～P99『ヒキガエルとロバ』を

読ませ，命の大切さについて考え

を広げさせる。 

【私たちの道徳】ヒキガエルとロバ〔主題名／命あるものを大切に〕〈生命の尊さ〉 

２ 
 
 
 

月 

   【導入】P94・P95 の詩をもとに，命の大切

さについて考えさせる。 

【終末】P100・P101 を読んで，本時の学習

との共通点を考えさせる。 

33．こう太のなやみ〔主題名／健康の大切さ〕〈節度，節制〉 

２ 
 
 
 

月 

◎健康の大切さを理解し，自分でできること

は自分でやり，よく考えて行動し，節度の

ある生活をしようとする。 

＊健康であることのよさや大切さに気づ

き，健康でありたいという願いをもつ。 

＊健康な体をつくるためには，自分ででき

ることは自分でやり，よく考えて行動

し，節度のある生活をすることが必要で

あることを理解する。 

＊健康な体を自分でつくろうという意欲

をもち，具体的な方法について考えて実

行しようとする。 

1 じょうぶな体のよさについて話し

合う。 

2 資料『こう太のなやみ』を読んで，

主人公の悩みについて話し合う。 

3 自分の今までの経験を振り返る。 

4 じょうぶな体をつくるにはどうし

たらよいのかを話し合う。 

5 じょうぶな体のために，健康づくり

プランを立てる。 

①道徳の授業……資料『こう太のなやみ』を読

んで，話し合わせる。〔本時〕 

②日常生活………道徳の授業で考えた健康づく

りのプランを実行し，記録さ

せる。 

③学級活動………健康づくりプランの実行を振

り返って話し合い，新たなプ

ランを考えさせる。 

【導入】P10・P11 を活用して，自分の生活

の様子を振り返らせる。 

【展開後段】P12・P13 を読み，本時の学習

とつながるキーワードを見つけさ

せる。 

【終末】P16～P19『少しだけなら』を読ま

せ，自分の生活に生かせそうなこ

とを見つけさせる。 
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月 主 題 の ね ら い 展 開 の 概 要 関連・連携のための指導計画例 『私たちの道徳』との関連 

【私たちの道徳】少しだけなら〔主題名／よく考えて節度ある生活を〕〈節度，節制〉 

２ 
 
 
 

月 

   【導入】P10・P11 を活用して，自分の生活

の様子を振り返らせる。 

【展開後段】P12・P13 を読み，本時の学習

とつながるキーワードを見つけさ

せる。 

34．おはし，ちゃんと使えないの〔主題名／日本の文化を受けつぐ〕〈伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度 ／ 国際理解，国際親善〉 

３ 
 
 
 

月 

◎日本人としての自覚をもち，日本の文化や

伝統を大切にしようとする。 

＊「日本人ならできたほうがいいこと」と

はどんなことかを考えることができる。 

＊日本人として，受け継いでいかなくては

ならない文化や伝統があることに気づ

く。 

＊大切にしていきたい日本のよさについ

て考え，文化や伝統を受け継いでいこう

とする気持ちをもつ。 

1 何かできなくて恥ずかしい思いを

したことを話し合う。 

2 資料『おはし，ちゃんと使えないの』

を読み，問題意識をもつ。 

3 ワークシート（児童書 P131）「いく

つできますか？」を記入し，受け継

いでいく文化について話し合う。 

4 大切にしていきたい日本のよさに

ついて考えたことを発表し合う。 

①道徳の授業……資料『おはし，ちゃんと使え

ないの』を読んで，話し合わ

せる。〔本時〕 

②日常生活………自分ができるようになりたい

ものにチャレンジさせる。 

③学級活動など……地域にある「日本の文化・

伝統のよさ」を探して，紹介

し合わせる。 

【導入】P164・P165 を活用し，日本のよさ

について発表させる。 

【展開後段】P166～P167 をもとにして，日

本のよさと，外国のよさを比べさ

せる。 

【終末】P168・P169 を読み聞かせ，日本の

よさを再認識させる。 

【発展】P168・P169 のような，外国から見

た日本人や日本のよさについて

調べ学習をする。 

35．『なごみ』のある温泉浴場〔主題名／「なごみ」を生むもの〕〈礼儀〉 

３ 
 
 
 

月 

◎礼儀の大切さを知り，だれに対しても心を

込めて接しようとする。 

＊「あいさつ」によって，互いに相手を認

め合う心が通じ合い，「なごみ」が生じ

ることがわかり，そのことに心が動く。 

＊「心」と「かたち」が合わさって，真の

「あいさつ」になることがわかる。 

＊真心の込もったあいさつを日々実践し

ようとする意欲をもつことができる。 

1 あいさつをしたり，されたりしてう

れしかったことを発表する。 

2 「なごみ」という言葉を考えながら，

資料『「なごみ」のある温泉浴場』を

読む。 

3 温泉浴場のようすで「いいなあ」と

思ったところを発表する。 

4 「ぼく」が「あいさつは，はずかし

くてめんどうくさい」と思っていた

のに，「心がなごむあいさつ」を続け

ていきたいと思ったわけについて話

し合う。 

5 「これが『なごみ』だ」と思った礼

儀を発表する。 

①道徳の授業……資料『「なごみ」のある温泉浴

場』を読んで，話し合わせる。

〔本時〕 

②日常生活………「あいさつをして気持ちよか

ったこと」等を日記などに書

きとめておき，朝の会・帰り

の会で発表させる。 

③学級活動………「時・人・場」を考えたあい

さつの大切さについて話し合

わせる。 

【導入】P56～P59 を活用して，礼儀名人に

なるために必要なことを考えさせ

る。 

【発展】P60・P61 を参考にして，どのよう

な礼儀作法があるのか，それによ

ってどのようなよいことが生じる

のかについて調べ，実践させ，そ

の感想を発表させる。 

 


